
尻を振り豊作を祈る祭り。神
主ら三人が尻を振り、大きく
振るほど大豊作といわれる。

各種催しのほか、1/1の0：00
になると花火が上がり、門司
港レトロにイルミが灯る。

歴史的な建物の時代に合わせたレ
トロなお雛様を各施設に展示。2月
末頃にはひな祭りイベントを開催。

10月～11月

関門海峡花火大会関門海峡花火大会黒崎祇園山笠黒崎祇園山笠

日本3大港祭りに数えられる門司の一
大イベント。約2,000人以上が参加す
る祝賀パレードや総おどり、自衛隊・海
上保安庁による艦船公開が目玉です。

幻想的に飛翔するホタル
の鑑賞とステージイベント
やバザーでにぎわう。

約7万株のアジサイが色づく高塔
山では挿し木教室やガーデニン
グに関するステージイベントを行う。

●八幡東ねぶた　製鉄の街だった八幡東区にちなみ、溶鉱炉の火を連想させる“ねぶた”が街を練り歩きます。｢わっしょい百万夏まつり｣には常連として、「まつり起業祭」では祭のメーン行事と
して出場しています。約4ｍある手作りのねぶたは、「菅原道真公」を題材とした色鮮やかな武者ねぶたを新たに2基作成し、お囃子や跳ねとの踊りとともに勇ましく練り歩く様は迫力たっぷりです。

門司港レトロひなまつり

しびきせ祭

井手浦 尻振り祭門司港
レトロカウントダウン

樹齢160年余りの「ノダフ
ジ」など4種のフジが開花。太
鼓の演奏や露店でにぎわう。

小倉南区の夏の
一大イベント。
2000人規模で
踊る総おどりは圧
巻！ フィナーレの
花火は会場の間
近から打ち上げら
れ、見ごたえ十分。

ステージイベントや門司港レトロ
を練り歩く甲冑武者行列、グル
メ屋台など、多彩な催しを開催。

筑前黒崎宿場まつり

●筑前木屋瀬祇園祭　長崎街道の宿場町として栄えた木屋瀬地区で開催される祇園祭です。須賀神社の祭礼に奉仕する氏子が中心となって行う伝統ある行事です。約4mの人形
飾山（曳山）は木屋瀬住民の手作りです。歴史ある町並みを本町六町の赤山笠と新町七町の青山笠の2台の山笠が駆け抜ける「追山」は圧巻です。

約1万人が踊り歩く｢百万踊り｣や、勇壮な
山笠・山車が協演する｢夏まつり大集合｣
など見どころいっぱい。音楽とレーザーが織
りなす花火ショーがフィナーレを飾ります。

2019年に400周年を迎える勇壮・優美な
太鼓祇園。賑やかなヂャンガラ（摺り鉦）と全
国的にも珍しい両面打ちによる太鼓の音
が、夏の小倉を祭り一色に染めます。

昼は幟山笠、夜は高さ約10mの提灯山笠が楽しめる国指定重要無形民俗
文化財。平成28年にユネスコ無形文化遺産に登録されました。8基の山笠
が一堂にそろう大山笠競演会（土曜）が見所です。

甲冑を身に纏った「黒田二十四騎」が黒
崎の様 な々場所に登場します。勇壮・華
麗な演舞や武者行列を繰り広げます。

安徳天皇の故事にちなみ、神主
がお祓いをした後、子どもたち
に藁をかぶせ、子の成長を願う。

門司区西海岸周辺

4/19に近い日曜

6/9～10

11月上旬

打ち上げ花火をはじめ、仕掛け花火
や音楽花火など、約4000発が夏の
洞海湾を彩ります。なかでも、若戸大
橋にかかる長さ260mのナイアガラ
は圧巻。

門司港側、下関側の両岸2か所から
競うように花火が打ち上がります。尺
玉の連発、音楽花火、大玉など西日
本最大級の規模、約15,000発の多
彩な花火が華麗に咲きます。

樽太鼓の音が街中に鳴り響く、郷土
芸能「五平太ばやし」や、たいまつを
持って約2,000人が高塔山に登る
「火まつり行事」など、若松の多彩な
伝統行事を集めた夏祭り。

●門司港レトロエリア一帯

●薬師寺隠徳庵（隠蓑）

7月中旬

7月中旬

若松の熱気あふれる夏
祭り！！

若松の熱気あふれる夏
祭り！！

海峡に咲く約1万5000
発の花火！

海峡に咲く約1万5000
発の花火！

8月中旬～下旬

10月上旬

12/31
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